
「老朽原発うごかすな！ 高浜全国集会 
-地震も事故もまったなし-」集会宣言（案） 

 
福島第一原発事故の現地は、未だに「原子力緊急事態宣言」下にあり、復旧とは 程遠

い状況にあります。また、本年元日の能登半島地震は、原発は地震に脆く、地震に伴って
過酷事故が起これば、避難も屋内退避も困難を極めることを再認識させました。 地震は
「いつ、どこで、どの規模で発生するか」予知できません。8 月 8 日の日向灘地震以降、
南海トラフ巨大地震発生の可能性が高まったとされています。南海トラフ巨大地震が起こ
れば、連動して、各地の断層が動くとも考えられます。地震多発の日本に、原発はあって
はなりません。 

なお、原発を推進してきた原子力規制委員会でさえ、去る 8 月 28 日、活断層の真上
（まうえ）にたつ敦賀原発 2 号機の再稼働審査で、「不合格」案を了承しています。 

それでも、「原発依存社会」へ暴走する自公政権は、昨年 5 月末に成立させた原発推進
法（「GX 束ね法」）の実体化のために、「原発・再エネの最大限活用」を進めるとする第 
7 次エネルギー基本計画の策定を進めています。既存原発の再稼働、40 年超え運転をさ
らに拡大し、60 年超え運転、原発建替え、新設も俎上に上らせようとしています。  

脱原発に向かう世界の流れへの逆行です。 

一方、老朽原発依存経営にのめりこむ関⻄電力（関電）は、本年 5 月、原子力規制委員
会から高浜 3、4 号機の 40 年超え運転の認可を得ました。MOX 燃料を使用する原発の 
40 年超え運転は初めてです。これで、来年には、関電の稼働可能な原発 7 基の内の 5
基が 40 年超え運転となります。高浜 1、2 号機、美浜 3 号機は、もうすぐ 50 年超えの
超老朽原発です。老朽原発では、交換不可能な圧力容器の脆化が進み、点検や交換が難し
い配管、送電ケーブルの損傷も進んでいます。老朽原発運転の暴挙を許してはなりませ
ん。 

ところで、原発を動かせば、使用済み核燃料が発生しますが、発生直後の使用済み核燃
料は、膨大な放射線と熱を発しますから、燃料プールで水冷保管しなければなりません。
そのプールが、今、満杯になろうとしています。満杯になれば原発を運転できなくなるた
め、関電や政府は、放射線量と発熱量が減少した使用済み核燃料を乾式貯蔵に移して、プ
ールに空きを作ることに躍起です。出来た空間に新しい使用済み核燃料を入れた燃料プー
ルが崩壊すれば、大惨事に至ります。 

乾式貯蔵に移した使用済み核燃料の行き場はありません。関電や政府は、使用済み核燃
料の搬出先として、⻘森県の核燃料再処理工場の稼働を願望していますが、日本原燃は、
8 月 23 日、27 回目の再処理工場の完成延期を発表し、完成の見込みはありません。 

関電に、「使用済み核燃料の中間貯蔵地を 2023 年末までに福井県外に探す。探せなけ
れば老朽原発を停止する」とした 2021 年の福井県知事との約束の完全履行を求め、老朽
原発の即時停止を実行させ、使用済み核燃料の発生源・原発を全廃しましょう！ 

今、世界は原発縮小、自然エネルギーへ向かっています。自然エネルギーのみを利用す
れば、燃料費はほぼゼロですから、コストは原発に比較して圧倒的に安いのは当然で、地
球環境の保全にも有効です。また、自然エネルギーは、供給が国際情勢の影響を受け難い
自前のエネルギーです。大地震が発生しても過酷事故に至ることもありません。このよう
な視点からも、原発依存の理不尽は明らかです。 

本日､高浜町に結集した私たちは､目先の経済的利益のために奔走し、能登半島地震を目
の当たりにしても「原発依存社会への暴走」「原発推進経営」を止めようとしない政府や
関電を断固として糾弾し、原発全廃の大きなうねりを出現させ、自然エネルギーのみの利
用で成り立ち、人が人間らしく生きていける社会の構築に向けて力強く前進することを宣
言します。 
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